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  1．1．出力螢光面の バ
ッ ク グ ラ ウ ン ド レ ベ ル が 低下す る

ためと考えられる．  高圧ケ ーブル の ス トレ ーキ ャ パ シ

テ で に よ る高圧波尾波形 の 影響が 除去 され る．  LI．入

力螢光面の 残像の 影響が除去 され る．

4，シ ネア ンギ オ用 フ ィ ル 厶 （コ ダ ッ ク CFS）の 現

　　像処方特性 につ い て

　　　　　　　名古 犀 大学医学部附属病院放射線部

　　　　　　　　　　　　　　早川紀和
・小木曾邦弘

　最近 当院に 於い て，心血管造影撮影装置 の 更 新 に よ

り，T 社の U ア
ーム 形循環器X 線診断 シ ス テ ム が導入 さ

れ た．そ の シ ス テ ム は，　AOT −S （35 × 35　cm フ ィル ム

使用），
Anodica・HSLCamera （100　x 　100　mm フ イル ム 使

用），Arritecno−R35−90　Camera （35　mm シ ネ フ ィ ル ム

使用），三 種の 方法で そ れぞ れ シ ン グル プ レ ーン及 び バ

イ プ レ
ー

ン 撮影が 可能で ある、使用開始後 4 ヵ 月余を経

過するが 90％以 上 は 35mm シ ネ フ ィ ル ム に よ る検査が

行われた．

　 シ ネ ァ ン ギ オ に 於ける，画質を決定するには管球 （特

に焦，「妬 容量）， イ メ ージ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア （1工 ），　自

動濃度調整装置 フ ィ ル ム ，現豫処理 系等多くの 因了が有・

る．今圃現像処理 系の み 取扱い ， 使用 フ ィ
．
ル ム を コ ダ ッ

ク CFS とし， 自動現像機 を 長瀬 シ ネ ・プ 卩 セ ッ サー・

モ デ ル ・NX −2 を使用 して ，  総合感度を必要以 ドに低

下させずに 15feet／min 以上 で 処理が可能なもの ，  前

記の 処理 で コ ン トラ ス ト ・イ ン デ ッ クス （CI： グ ロ ．ス フ

ォ グ ＋ 濃度0．15とグ ロ ス フ ォ グ ＋ 濃度 1．5 の 闇σ）グ ラ ジ

ェ ン ト）が 1．20・− 1．30の 値が得られ る もの．  現像処方

は ブ リ ミ ッ ク ス の 状 態 で 市販 され て い る も の．等 の 点

を考慮 して 選定 した．KLXD
，
　IMI

，
　D −19

，
　HI−RendQl

MD −270等の 処方 に つ い て，処理温度，時聞による
‘‘
カ

ブ リ
”“

感度
”“CI，’“RMS ”

等の 変化につ い て検討 した

の で報告す る．

5．Photo 　Sonics　 Camera と GV ・35　 Camera との

　　Bを一plane 　SYstem

　　　　大阪大学歯学部附属病院放射線科　角旧　明

　　　　　　　　　　　　株式会社 B．C．1，小川光蔵

〔目的 〕

当 院は，数年前か ら M ・n ・
・plane　Sy・t・m で 口腔領域

・

に おける 35　mmX 線映醐撮影 を行 い ，

一連の 研究を 進

め て い るが，最近もう
一

つ の Cine　System が 増設 され

た．しか し予算の 都合などで Cine　 Camera は 同
一
製品

が 採用出来な か っ た．

　 そ こで マ イ ク ロ コ ン ピ ュ
ータを応用 した Cine　 Cam −

era 同期制御装置の 開発を行 い，一
速の 儻能検査を した

結果 ，

一・応 満足 出来る もの で あ っ た の で報告する．

〔動作概要〕

　異なっ た Camera で しかもま っ た く異な っ た駆動 モ ー

ター
におい て も Bi−plane　System は ， 正 確で 短時間の う

ちに 同 期させ る必要があ る，

　同期方法は ，
Photo　 Sonics　Camera を主 カ メ ラ と し，

GV −35　Camera を従 カ メ ラ と した．主 カ メ ラ及 び従カ メ

ラの シ ャ ッ ターパ ル ス 問の 時閲の 長さをパ ル ス カ ウ ン ト

して ， こ の カ ウ ン ト値を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー
タで分析し，

従 カ メ ラが主 カ メ ラ にス ピード及 び シ ャ ッ ターパ ル ス 位

相が 同期する様に ， 従カ メ ラの 駆動人力信号を謝整 して

行 う．

〔性能〕

　　同期範囲 ； 20〜90f．！s

　　同期 精度： 60f／s の と き 土 1 皿 s 以 内．

　　　　　　　30f／s の とき 士 2ms 以内．

　　 同 期する まで の 時聞： 60f／s の と き 4秒以内．

　　 ノ Neル ス の遅延時間 ： 60　f／s えとき 0〜7譌

　　　　　　　　　　　： 30f／s の とぎ0〜14ms

〔まとめ〕

　臨 床的に利用 して み る と ，
Speed　 Error 及 び Phase

Error は少なく， また撮影 され た Film か ら観察して も 、

同期精度は確実で ，十分使用可能で ある．しか しま っ た

く異な っ た 駆動モ ーターを使用して い る為， 同期で きる

まで の 時間が 長 く， そ の 闇 に Runningする Film の

Loss が 大きい．こ れ は両 カ メ ラ を 同
．一・モ ーターに 交換す

る こ とによりある程度，改善可能と思われ る．

　本来，
Bi−plane　 Systemは同

一・
カ メ ラで組むこ とが望

ましい が，そ れは必 ず しも絶対条件で はな く，異なつ 九

製品において も工 夫するこ とに よ り可能である．近年，

低価格 に な っ た マ イ グ ロ コ ン ピ a
一タ を応 用すれば，比

較的低価格で精度 の 高い制御装置 の開発が可能で あり，

Cine　Systemで は 同期装置めみな らず撮影条件，生体信

号記録，解析，等の制御 の 応用に可能 で あり，また そ れ

らの 総合 した制御装置が期待され る．

6．X 線管の 蓄積熱量および撮影可 能時 間表示 と

　　 シ ネ撮 影 時 の 自動露 出 制 御の あ り方

　　　　　　　　　　　　 島津製作所医用技術部

　　　　　　　　　　　　　　 中西　猛 ・土 井泰敬

　心 蔵血1管系蔵器を対象とするX 線 シ ネ撮影に おい て は

よい面質 を得るた め焦点 の 小 さい，そ して 將積熱量の 出

来 る だ け大きい X 線管が要求 され る．一方，X 線高電圧

装置側として は ， この X 線管を定格
一

杯に使用するこ と

を前提 に 設計すべ きで あ るが，同時に そ の 範 囲 で X 線管
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を 破壊 しな い よ うな手段を講ず る必要があり，特に自動

撮影時におい て は， 事前に X 線条件を規定する こ とは不

可能で あるこ とから，X 線管を 過負荷にする恐れが多分

に あ る．従い ， 直前の X 線管の 状態を正確に把鐸して の

使用が不可欠となる．

　X 線管の 負荷程度 は，負荷を加え た ときの その 陽極の

濕度，即ち，発生する熱量で 表わ され ， 実際には発熱量

に比例す る 〔管電圧 × 管電流× 通電時間〕 で 表示 され

る．従 っ て ，
X 線を放射した ときの X 線条件か ら， 加 え

た負荷荷量を知る こ とがで き，しかも，これを電気的に

蓄積 し，さらに X 線管 の 休 止 期間に こ の蓄積された 電気

量を X 線管陽極の冷却特性に
一

致 して 放電させ るこ とに

よ り，X 線管の 負荷状態 を 時間的に 連続して 監視す る こ

とが で きる．

　さ らに，X 線 シ ネ撮影時の X 線管に対する負荷が 〔管

電圧 × 管電流 × X 線パ ル ス 幅 × 駒数 × 撮影時間〕に比例

して表わされ る ことから， 本関係式を次の よ うに変形す

る こ とにより，任意期間に おけ る実施可能な撮影時間を

算出する こ と がで きる．〔（最大蓄積熱 量）一（蓄積熱量 ）〕／

〔管電圧 x 管電流 × x 線パ ル ス 幅 縞 旬数〕＝ 撮 影 可 能 時

闍．

　な お， 自動撮影時，撮影中に X 線条件が変化する こ と

か ら，事前に 撮影可能時間を算出するこ とは不可能で あ

り，X 線条件の 平均的な値か らの 予測とした．以上の 方

法に よ り，
X 線管の 蓄積熱量，お よ び撮影可能時間の 表

示を行い，X 線管の 効率的使用を試み た．

7．シ ネア ン ギ オ シ ス テ ム 用 デ ュ ア ル ス キ ャ ン

　　テ レ ビ方式

　　　　　　　　東芝那須工場放射線技術部

　　　　　　　　　O 栗原哲郎 ・西尾功作 ・伊藤正
一

　　　　　　　　山形大学医学部附属病院放射線部

　　　　　　　　　　木内繁夫
・加賀勇治 ・針生俊

一

〔H的〕

　循環器 シ ネ ア ン ギ オ シ ス テ ム で は，シ ネ画質と フ レ ー

ミ ン グが重 要で あると同等に，テ レ ビ系の 画質及び フ レ

ー
ミ ン グが 極わめ て 重 要で あ る．そ こ で ，

シ ネ ア ン ギオ

用 テ レ ビモ ニ タの 理想的なデ ィス プ レ イ方式 （フ レ ーミ

ン グ ）は下記 の如くと 考え られ る．

　〔1＞カ テ
ー

テ ル 挿入手技時（透視時）は，
LI．出力像金部

を極力大きな画面 で モ ニ タ リン グ したい．

　（2）シ ネ撮影前及 び シ ネ撮影中は ，、．シ ネ フ ィ ル ム の フ レ

ーミン グ像と全 く同
一

の 画像を極力大きな画面で モ ニ タ

リン グ した い．

　（3）解像度 の良い画像を モ ニ タ リン グ したい．

　特 に上記  に つ い て は，シ ネ画像がオ
ーバ フ レ ーミン

グで あるとこ ろから； テ レ ビモ ニ タ 画面と明確に 対 応 せ

ず，術者か らシ ネ撮影前に正確な シ ネフ ヒ
ー

ミ ン グ を モ ．

ニ タ リン グ した い との 強い 要求 が あ る．

　こ の 問題を我 々 は下記 の方法で 解決 したの で発表する．

〔方法〕
’

　（1）テ レ ビス キ ャ
ltン グ モ ードを 4 ：3 とする．

　（2）カ テ
ー

テ ル 挿入手技時は，サ ークル ブ ラン キ ン グを

かけて ，ブ ラ ウ ン 管内接 円一杯にデ ィ ス プ レ イ する （透

視ズ キ ャ ニ ン グモ
ー

ド）．

　（3｝シ ネ撮影前及 び シ ネ撮影中は，撮影管の ス キ ャ ニ ン

グサ イ ズ をア ン ダース キ ャ
ニ ン グに切換えて，シ ネ フ レ

ーミン グ像と全 く同じ像に し， ブ ラウ ン 管
一
杯にデ ィス

プ レ イする （シ ネス キ ャ ニ ン グ モ ード）、

〔結果〕

　上記ス キ ャ ニ ン グモ ードを適宜切換える こ とにより，

17イ ン チ モ ニ タで約260 φmm の 透視像 （璋視 ス キヤ ン

モ
ー

ド） と，346x260 　mm の シ ネ フ レ
ー

ミ ン グ像 （シ ネ

ス キ ャ ン モ ード）を モ ニ タ リン グで き，更 シ ネス キ ャ ン

モ ードで は，ア ン ダース ヤ
ニ ン グによ っ て解像力が従来

方式 に 比べ 約5G％向上 し， 臨床的IC極わめて 高い評価を

得た．

　尚， 本発表は ，
16m 皿 映画に編集 して発表する．
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